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研究成果の概要： 
 本研究者が試作した日本語小論文の自動採点システム Jess は、修辞、論理構成、内容の３つ

の観点から小論文を評価する、我が国で最初でかつ現時点で唯一の自動採点システムである。

本研究では、さらにこれを推し進め、実用化に向けた改良を行った。具体的には以下の研究を

実施した。(1)採点の論拠となる各メトリクス指標の影響評価，(2)接続表現に基づかない論理構

成把握の方法の検討，(3)作文支援機能，(4)エージェントシステムについての研究，(5)新聞投

稿文の調査研究． 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

２００８年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 4,000,000 1,200.000 5,200,000 

 
 
研究分野： 総合領域 
科研費の分科・細目：教育工学 
キーワード：小論文・エッセイ，自動採点，作文評価，自然言語処理，統計的アプローチ 
 
１．研究開始当初の背景 
 小論文試験が Writing Ability を測定して
いるものだとすれば、その誤差要因には採点
者による評定の違いを始め様々な要因が存
在する。そのような誤差要因を排除するため、
あるいは採点の手間を軽減する目的で、ある
いは公平性の立場から、コンピュータによる
自動採点が望まれている。また、ユーザに対
して即座に診断情報を返すことができるの
で、作文指導に関する教育的効果が期待でき
る。 
 

２．研究の目的 
 本研究者が試作した日本語小論文の自動
採点システム Jess は、修辞、論理構成、内
容の３つの観点から小論文を評価する、我が
国で最初でかつ現時点で唯一の自動採点シ
ステムである。本システムについては、2005
年 2 月 15 日付けの朝日新聞夕刊１面トップ
に記事が大きく掲載されたのをきっかけと
し、週刊アスキー、アサヒパソコン、ニッポ
ン放送、韓国 KBS テレビなど多くのマスコ
ミ各誌で紹介され、教育測定の専門家やテス
ト関係者だけでなく、大学、高校、予備校な



どの現場でも注目されている。 
 本研究では、さらにこれを推し進め、実用
化に向けた改良を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 採点の論拠となる各メトリクス指標の影
響評価 
 初年度は毎日新聞の CD-ROM に納められ
ている社説やコラム(「余録」)を模範エッセ
イとした場合に、文章がいかによく書かれて
いるかの評価尺度である「修辞」と、文章の
論理的構成尺度である「論理構成」の各評価
尺度の特性値の分布がどのようであるのか、
また代替特性となる評価尺度はどのような
もので、それらの定量的な関係はどうである
かを調査する。言い替えれば、模範エッセイ
の内容分析を行なう。これにより、よい小論
文とは、どのような修辞上の特性と論理構成
を持つのかを定量的に理解する。 
  第 2 年度は、初年度の研究結果である試作
システムの定量的な評価を踏まえ、システム
を改良する。改良したシステムを、現在運用
している試作システムと置き換え、広く一般
に公開する。一般公開用 Web サーバもこれ
にあわせてリプレースする。 
(2) 接続表現に基づかない論理構成把握の方
法の検討 
 我々のシステムは論理構成の把握に難が
あるという評価が一般にされており、本モジ
ュールの改良の余地が大きいと予想される。
前年度の研究成果を踏まえて、文末モダリテ
ィ処理の適用と星座グラフによる可視化を
試みる。 
(3) 作文支援機能 
 英文においては Criterion というシステム
が既にその機能を実装しており、これを参考
にして日本文においても実現できるよう現
在でも調査を進める。その後、試作をし、こ
れを改良システムに組み込む。必要に応じて、
更なるアプローチについて検討を行う。これ
らの研究成果は、広く内外に紹介していく。 
(4) エージェントシステムについての研究 
 エージェントは利用者や他のエージェン
トと知的に相互作用する自律的ソフトウェ
アであり、次世代の分散システムを構築する
中核的技術である。本採点システムの利用に
おいて必須の技術であるため、そのための基
盤研究を進める。 
(5) 新聞投稿文の調査研究 
 エッセイの例として新聞投稿文を取り上
げ、それらを特徴づける因子の抽出を試みる。
他、関連研究を行なう。 
 
４．研究成果 
(1) 採点の論拠となる各メトリクス指標の影
響評価 
 よい小論文とは、どのような修辞上の特性

と論理構成を持つのかを定量的に理解する
ための計量分析をおこない、人工知能学会誌
に解説論文を掲載するとともに、単行本「e
ラーニング」（培風館）に掲載した。また、
短答式記述テストに対する自動評価システ
ムへの応用を検討し、成果について入試研究
ジャーナルほかに掲載した。 
(2) 接続表現に基づかない論理構成把握の方
法の検討 
 日本語小論文の論理構造をより正確に評
価するために、従来、欧米語のみならず日本
語においてもしばしば用いられてきた接続
表現に加え、新たに前の段落を受ける指示代
名詞や文末モダリティの利用を着想した。こ
れは日本語では、接続表現が意識的に避けら
れるためへの配慮である。 
 この手法を毎日新聞の社説およびコラム
(「余録」)に適用し、議論の構造/展開の仕方
を統計学の分野で用いられている星座グラ
フで表現することを試みた。これにより、こ
のグラフが全体の分布としての把握と、着目
したデータの時系列な論理構造の変化の把
握の両方に役立つことがわかった。成果につ
いては人工知能学会論文誌ほかに掲載した。 
(3) エージェントシステムについての研究 
 エージェントは利用者や他のエージェン
トと知的に相互作用する自律的ソフトウェ
アである。これについての基礎研究を進め、
20 編以上もの学術論文として公開した。 
(4) 新聞投稿文の調査研究 
 エッセイの例として新聞投稿文を取り上
げ、新聞投稿文を特徴づける因子の抽出につ
いては言語処理学会 第 14 回年次大会で、新
聞投稿文の連接関係の分析については第 15
回年次大会で発表した。 
(5) システム公開 
 小論文の自動採点システムを以下のアド
レスにて公開/運用している。 
 http://coca.rd.dnc.ac.jp/jess/
 現在でも１日平均で500件以上のページビ
ューがあり、広く利用されている。 
(6) 特記事項 
 以下 5 節に示すように、非常に数多くの研
究成果を挙げた。これら一連の成果が認めら
れ、研究代表者である石岡が Marquis Who’
s Who in the World, 2008 年版と 2009 年版
に掲載された。2007 年に韓国 KBS テレビの
取材を受けた。 
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